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天井の 隅に、 小さい 四角な 陽が ひとつ、 炎 ゆる やう 

まふ. P 

に キラ キラと 光って ゐた。 湯槽の 上の 明りと りから 射 

し 込んだ 陽が、 反対の 壁に か、 つて ゐる 鏡に 当って、 

其処に 反映して ゐる のだった。 

さ つ き 

純吉 は、 先程から 湯槽に 仰向けに 浸って、 悠々 と 胸 

を 拡く延 しながら、 ぼんやり とその 小さな 陽 を 眺めて 

ゐた。 —— 快い 朝 だ、 と 彼 は沁々 と 思った。 …… 帰省 

して 以来 間もなく ート 月に もな つたが、 その 間、 何と 



だ。 

純吉 は、 湯槽の 中で 思 ふ 様 四肢 を延 して、 朝の 陽 を 

仰いだ。 前の 晚、 卑しい 妄想に 病まされて 到々 明 方 ま 

でまん じりと もしなかった。 夜が 明けて 救 はれた 気が 

した。 湯 を わかす こと を 命じてから 暫くう と/ \ した- 

厭な 夢ば かり 見 続けた。 起された 時 は、 夏の 朝ら しい 

爽々 しい 陽が 庭に 一杯 満ち 溢れて ゐた。 彼 は 夢中で 湯 

槽へ 飛び込んで、 吻ッと 胸 を 撫で 降した 気になつ たの 

だ。 

純吉 は、 大きな 声で 女中 を 呼んだ。 

「煙草 を 喫 ふんだ から、 一本つ けて 来て 呉れ ご 



純吉 は、 湯の 中に 仰向けの 儘 煙草 を 銜えて、 悠々 と 

喫し 始めた。 静かな 朝だった。 煙り は ゆらゆらと 立ち 

昇って、 天井に 延びた。 

「おいく ご 廊下から 宫 部が 騒々 しく 純吉を 呼んだ。 

「何時まで 湯に 浸って ゐ るんだ い、 稀に 朝起き をした 

と 思へば！ 居眠りで もして ゐ るん ぢ やない のか？」 

「あ、 煩いな ァ！」 純吉 は、 さう 眩く とさ もさ も 迷惑 

さう に 顔 を 顰めた。 「もう 浜から 帰って来た のか？ 

チヨ ッ！， - 

「未だ 寒く つて 海へ は 入れなかった よ。 加 藤と 木 村が 

これから スケ ー トへ 行かう ッてさ ご 



「厭 だく ご と 純 吉は首 を 振った。 (スケ —ト とい ふ 

の は 口 ー ラ— • スケ— ト のこと である。 それが 流行し 

た 頃だった。) 

「厭 もない もんだ。 昨夜 はどう だい、 あんなに 面白が 

り やが つた 癖に …… 」 

そこに 加 藤 も 出て 来て 「昨夜 は 純 公の 評判が 一等 素 

晴 しかった なァ。 お 百合さん は 貴様に 確かに 秋波 を 送 

つた ぜ、 なァ宫 部？」 

「昼間に なると 変に 気分 家 面なん てして ゐる 癖に、 塚 

田 へ 行く とィヽ 気な もの だ。 」 

塚 田の 画室 をスケ ー ト場 にして ゐ たの だ。 百合 子 は 



た 二度目の 短篇 小説が 載って ゐた。 空想で 書いた 小説 

だった。 (あの 空想が 到々 本物に なって しまった。) と 

彼 は 眩いだ。 そして 彼 は 一 寸 意味 あり 気に 眼 を 閉ぢた 

りした。 (運命 を 出し抜いて やらう と 思ったら、 まん 

まと 返り 打ちに された か！) 

「文科の 癖に 何 だい、 その 拙 さは …… 」 など、 隣り か 

ら木 村が 笑った。 

「純 公が 小説 を 書いた のか？」 加 藤の 生真面目な 声 も 

聞え た。 「女の ことか？ さ うぢ やない のか、 小説 は 

女の ことで なければ 面白くな いからな、 …… おい 岡 村、 

俺に も 読せ て 呉れ、 貴様に そんな 腕が あると は 知らな 



かった ぞ、 …… 太え 奴 だァご 

隣り の 声な ど 耳に は 入らず 純吉 は、 眼 を 凝して ゐ た。 

(活字に なると、 何だか 自分が 書いた もの ぢ やない や 

うな 気がするな …… 何としても これが 俺の 一 一度 目の 小 

まか 

説なん だ、 運命に は 敗され たが、 この 収穫で 悦び を 得 

たい もの だ。) そんな 他 合 もない こと を 念じながら 純 

吉は 自作 を 読み 始めた。 (以下 岡 村 純吉の 小説 『ラン 

プの 明滅』 を その 儘 挿入す る。) 

試験の 前夜だった。 彼 はいくら 書物に 眼 を 向けて ゐ 

て も 心が 少しも それに そぐ はない ので —— で、 落第 だ。 



た。 それ は 「どうして なのか ごと 考 へて 見る まで もな 

く 「片 恋」 と 極めて 簡単に 解って ゐ たが、 よく 恋の 心 

理を 現した 和歌な どに 「何故か —— 」 「涙な がる、 ご 

など、、 遠回しな 象徴 化 を 見せられ ると、 反感とまで 

ゆかず 滑稽 を 感ずる 彼だった が、 照 子 を 思 ふと どうや 

ら 自分の 心 持 も 「何故か、 涙な がる、 —— 」 の 気持ら 

しかった。 

時間 は 遠慮なく 過ぎて 行った。 書物の 第一 頁 すら 彼 

の 頭に 入って ゐ なかった。 彼 は、 一秒 を 刻んだ 時計の 

針に 落第 を 思 ひ、 さう して 失恋 (？) をお もった。 

彼 は、 深い 溜息 をした。 —— 照 子が、 突然 コロリ と 



のなら ば、 勉強が 止むを得ず 出来なかった とい ふ 原因 

で 落第しても …… 」 そこまで 考 へて 彼 は 馬鹿 気た 笑 ひ 

を洩 した。 —— そして 彼 は、 たゾ 専念に、 安心して 照 

子の 幻 を 描いた。 

彼 は 暗闇の 中に 凝と して、 笑 ひと 悲しみの 分岐点に 

た、 V ずんで ゐる 自分 を視 詰めた。 —— 恋情と いふ もの 

は 極めて 滑稽なる 感情な り そんな 気で、 そんな 心 

を さぐりながら、 彼 は 木像の やうに 動かず、 背骨 を延 

ばして 端座した。 

「電灯が 消えて、 試験 だってのに 困る わね ご とい ふ 声 

がした かと 思 ふと、 パッと 部屋が 明るくな つた。 ラン 



(どんな 褒美なん だい？) 彼 は、 にやり として さう 問 

ひ 返す ところだった が、 問 ひ 返さる、 程の 真実味 を も 

つて 照 子が 云った のではなかった の だ、 と気附 いたか 

ら、 やはり 憤ッ とした 態度 を 保って ゐた。 照 子 は、 足 

音 を 気兼ねしながら 梯子段 を 降りて 行 つ た。 

彼 は、 凝と ランプの 灯を視 詰めた。 シンの あたりが 

秋の 虫の やうに ジ— ッと いふ 音 をた て、 ゐた。 それが 

気になつ たので、 彼 はネジ をつ まんで シン を引ッ 込め 

たり 出したり した。 何遍も 繰り返した。 間もなく 音 は 

止んだ が、 所在の ない 彼 は 指先 をネジ から 離さな かつ 

た。 部屋 は、 明るくな つたり、 暗くな つたり した。 



明るくな つた 瞬間に は、 試験と 失恋の 怖ろ しさ を 想 

つた。 暗くな つた 瞬間に は、 安心して 照 子の 美し さ を 

想った。 —— そのうちに 彼 は、 指先の 速度 を それに 伴 

れて 心の 変る 暇の ない 程 だんだんに 速めて 行った。 非 

常に 素 速く 反転 させた。 彼の 心 も 同じ やうに 速く 反転 

して、 そして 無心に なった。 彼 は、 た y 面白がって ラ 

ンプの シン を 弄んだ。 

(しまった！) と 彼が 気附 いた 時、 シン は 油壷の 中へ 

落ちて ゐた。 

暗闇 だけが 残った。 困った ことか、 困らぬ ことか？ 

彼 は 心に そんな 区別 をつ ける こと を 忘れた。 そして 深 



また 試験の 夜が 回って 来た。 一昨年と 同じ 部屋で、 

彼 は 机に 向って ゐた。 照 子 は 居なかった が、 やはり 彼 

の 心 は 本に 集注し なかった。 「さう だ、 俺 は 試験 その 

ものが 嫌 ひなんだ。 照 子なん てに は 係り はな いんだ ご 

—— 「だから 俺 は 試験の 時節に なると 屹度、 もの を 書 

きたくな つたり、 恋 を 空想した りす るんだ ご 

彼 は、 そんな こと を 眩いて、 何 か 意味 あり 気に ひと 

りで 点頭いた。 

彼 は、 自分の 結婚 を 空想した。 妻 を 得た 或る日の 自 

分と その 見知らぬ 妻 を 描いて、 二人に 会話 を 与へ た。 

彼 はべ ンを 取って ノ —， ^ブックに 次の やうな こと を 書 



いた。 

—— その 年に 彼 も 結婚した。 

「あなた は 妾と 結婚す る 前に 恋をした ことがある でせ 

うご 妻 はよ く 斯んな こと を 云って 彼 を 困らせた。 

「ない/^。 ほんた うに、 決して —— 」 彼 は、 心から 

妻 を 愛して ゐ たから、 無 気になって 答へ るば かりだ つ 

た。 

「噓 だく ごと 云って 妻 は 泣いた。 そんな 事 も 聞いた。 

あんな 事 も 聞いた。 と 妻 は 古い 手紙な ど を 持ち出して、 

又 泣いた。 

おしゃく 

彼が 或る 女と 家 を 逃げ出し たこと、 雛妓に 惚れて 親 



爺から 勘当され たこと、 など を 妻 は 知って ゐた。 

が 実際、 彼 はこの 妻 程 愛した 者 は 一 人 もなかつ たか 

ら、 「噓ぢ やない」 と 懸命に なって 云へば 云 ふ 程、 妻 は 

反対に 焦れた。 さうな ると 彼 は癩に 障って、 妻 以上に 

深く 愛した 恋人 を 持たなかった 過去 を 寂しく 思 ひ、 後 

悔した。 

「明るく つて 眠れない、 灯り を 消せ ご 

結婚して 始めて 彼が 怒気 を 含んだ 音声 を 発した ので、 

びっくり 

妻 は 吃驚して (どうして 夫が そんなに 怒った のか 解ら 

なかった が。) おとなしく 立ち あがって 灯り を 消した。 

その 様子が 可愛かった ので、 彼 は 妻の 手 を 握った。 



妻 は 又 泣いた。 

その 時 彼 は 不意と、 今迄 全然 忘れて ゐた照 子の こと 

を 思 ひ 出した。 「噓ぢ やない ご と 妻に 弁解しながら、 

噓 でない その 言葉から 過去 を 寂しく 思って ゐた 矢先に、 

ふと 照 子の 顔 を 思 ひ 出したら、 

「やっぱり 俺 は、 妻に 噓を ついて ゐる のかな ご とい ふ 

気がして、 軽い 会心の 笑が 浮んだ。 同時に 堪らない 寂 

しさが 湧き あがった。 

「何故 俺 は それ (？) 以上の 愛 を 持つ ことが 出来ない 

の だら うご 斯んな こと を 思 ふと、 彼 は 滅入り さうな 気 

になって、 



「やっぱり 眠られない。 もう 一度 灯り を 点けて おく 

れご と 云 ふに は 云った が、 妻と 一 緒に、 暗い 部屋の 中 

で、 その 儘 身動き もしたくなかった ので、 堅く 妻の 手 

をお さへ た 儘 灯り を 点けさせなかった。 (完) 

純吉 は、 読み終る と 同時に 思 はず 亀の子の やうに 首 

を 縮めた。 (チ エツ！ 厭な 奴 だな ァ。) 彼 は、 二 キビ 

の ある 青年が 東京の 下宿の 一室で 「ランプの 明滅」 を 

書いて ゐる 光景 を 回想した。 

「スケ —卜へ 行かう ご 

苦い 顔 をして 縁側 へ 現れた 純 吉を見 あげて 宫 部が 一 ^ 



「君た ち も、 さっさと 湯に 入って 来ない か！」 と 怒つ 

たやうな 調子で 云った。 

かま 

「皆な で 一 緒に 入らう く、 狭く つたって 関 ふ もの 

かご 宫部 がさう 云って、 先に 湯殿へ 駆け出す と、 木 村 

も 加 藤 も、 すつ ぼリと 其処に 着物 を 脱ぎ 棄 て、、 おど 

けた 格 構で 続いて 行った。 

純吉 は、 折角 晴れん \ した 朝の 気持 を 忽ち 奪 はれた 

気がして、 照 子の こと を 思 ひ 出したり、 また 落第の こ 

と を 思ったり して —— 酷く 気が 滅入り 始めた。 

(寝て しま はう かな！) 彼 は、 そんな こと を 思 ひなが 

ら、 庭の 青葉に 降り 灑 いで ゐる 光り を、 物憂 気に 眺め 



た、 V ガクガ クと跛 足の やう に 思 は せ 振りな 動き 方 をす 

るば かりだった。 球 投げ をす る 時 ガマ 口の やうに パク 

リとー 一 つの 手の平 を 開けて おどおどと 球の 来る の を 待 

ち 構へ てゐる やうな 捕手が 上達の 見込の ない と 同じく、 

斯うい ふ 要領の スケ— トマ ンは 如何程 練習しても 無駄 

だとい ふ 話だった。 純 吉がホ —ルに 現れる と 皆な、 悪 

意の ない 軽蔑の 眼で 彼 を 見物した がるの だ。 —— 止せ 

ば 好い のに、 彼 は 木 村 達に 誘 はれる とふら くと 伴い 

て 来る のだった。 

「教 へても い、 けれど …… 」 彼 は 涙が 胸に 溢れる やう 

な 切な さ を 感じた。 (もう 明日から は 何と 云っても 来 



る もの か、 畜生 奴、 馬鹿にして ゐゃァ がる！ 手前 達 

の やうな 野蛮な 人種と は 違 ふんだ。 俺 は 瞑想 的な 詩人 

なんだ。 斯んな 馬鹿/ \ しい 遊戯に 心 を 奪 はれる やう 

な安ッ ぼい 男ぢ やな いんだ。) 彼 は 唇 を 嚙んで そんな 

こと を 胸のう ちで 眩いだ。 

「そんな 負け 惜みを 云 はな いで、 もう 少し 熱心に 練習 

しなさい よ。 …… ほら 御覧なさい、 あんなに 不器用な 

加 藤さん だって、 あんなに 巧くな つた ぢ やありません 

かご 

百合 子が 指差した 方 を 純吉が 眺める と、 加 藤 は 両腕 

チャンピオン 

を 翼の やうに 延 して、 軽々 と 回転して ゐた。 選手の 



木 村 は、 左手 を 軽く 腰の あたりに 当てが つて 口笛 を 吹 

きながら 逆行して ゐた。 宫部は 左右の 脚 を 交互に 入れ 

違 ふ 行き方で、 純 吉の前 を 通った 時 「どう だ、 巧いだ 

らう、 ー処に 伴いて 来い よごと 叫んだ。 

「木 村さん！」 と 百合 子 は 叫んだ。 「妾の 手 を 執って 

頂戴よ ご 

百合 子 は 木 村の 後 を 追 ひかけ て 行った。 純吉 は、 わ 

け もな くほッ として、 星が 一杯 輝いて ゐる 窓外の 空 を 

見 あげた。 

(斯ん な 時に、 沁々 とした 孤独に 浸らう、 そして 印象 

的な 詩 を 作って やらう。) 



純吉 は、 そんな こと を 思って 静かに 眼 を閉ぢ たが、 

何の 「詩的な 霊感」 も 浮ばなかった。 驢馬の 耳の やう 

に 鈍重な 神経ば かりが、 執拗に 嫉妬深く 百合 子の 姿 を 

追 ひかけ たり、 光りの ない 未来の 空漠が 不安な 雲と な 

つて 五体 を 覆 ひ 包んだり する ばかりだった。 

スケ ー トの 音が 遠雷の やうに 響いたり、 また 純吉の 

眼 近く 崇大 なォ— ケス トラの やうに 渦巻いて ゐた。 純 

吉は、 影の ない 夢見 心地で ぼんやりと 眼を視 開いて ゐ 

るば かりだった。 

「大 さう 六ケ 敷い 顔 をして ゐる なご 

宮部 は、 純吉を 浮きた、 せて、 V もやる らしい 心意で、 



そんな こと を 口走って 彼の 前 を かすめ 通った。 

「やれよ/ \ ご 続けて 加 藤の 声 もした。 

「俺ば かり 百合 子さん を教へ てゐ るん ぢゃ テレ るよ ご 

木 村 は、 純吉の 耳に そっと 囁いで 滑って 行った。 

「少し 勢 ひ をつ ける と、 片方の 脚 だけで 一週 出来さう 

だ わご 

百合 子 は 歌劇 女優の やうに、 わざとら しく 脚 を 挙げ 

て 走って ゐた。 

(俺 だって 出来ない こと も あるまい。) 皆な の 注目が 

反れた 時、 純吉 はそんな に 眩きながら そっと 立ち上つ 

た。 だが、 足の 重い スケ— トを 感ずる と 「とても 駄目 



だ ごとい ふ 気がした。 —— (自転車 を 習 ふ 時の やうな 

身 構 へで 好 さ、 うだが、 ハ ン ドルが 無い に は 閉口 だ。 ) 

—— (静かに く。) —— (脚ば かりに 気を取られない 

で。) (まっすぐに 眼 を 向けて、 傍見せ ずに。) I 

I (重い 脚 を、 軽く 意識せ よ。) —— (それにしても 斯 

んな 重い もの をつ けて、 あんなに 巧みに 踊リ 回れる 彼 

奴等 は 尊敬に 価す る ぞ！) (何 ッ！ くそ ッ！ 

俺 も 男 だ。) II (死んだ つて 関 ふ もの か、 滅茶苦茶に 

飛び出して やらう か！) —— (それで 失敗 るんだ よ、 

落着け く！) —— (厭に また、 この 車 は 回りが 好す 

ぎる やう だ。) —— (石に 嚙 りつ いても 上達して 見せる 



ぞ。 たか y スケ— ト位 ひ！) —— (叱ッ 、他念な くく、 

脚の 踏み 所、 力の 入れ 具合、 細かく 呼吸して …… ) 

純吉 は、 それらの 言葉で われと 自ら を 励ませながら、 

注意 深く 壁に 添うて 一 歩 一 歩 静かに、 靴 を 挙げて は 降 

ろした。 危険に 気付く と、 直ぐに 窓枠に 嚙 りついた。 

—— 窓の 外に は 月の 光が 明 方の やうに 明るく 輝いて ゐ 

た。 



純吉 は、 昼頃 眼を醒 した。 雨脚が 他人の もの、 やう 

に 堅苦しく、 痛かった。 —— (やっぱり 俺 は 独りに 限 

る。 もう 今日から は、 何と 云っても 出かけない ぞ。 … 

…あの 苦しみ は 地獄の 有様 だ！) 

彼 は、 飯 を 食べる 気力 もな く、 ぼんやりと 窓に 腰 を 

掛けた。 —— (それにしても 癩に 触る こと だな ァ、 あ 

んな こと 位 ひが 出来ないで 斯ん なに 気が 滅入ったり、 

恥 を 感じたり —— 。 よし ッ、 ひとつ 彼等に 内緒で 一週 

間ば かり 単独で 練習して やらう かな。 そして 眼醒 しい 

上達 をして、 再び 現れて 彼奴 等の 度胆を抜いて やる の 



も 痛快 だな。) 

さう も 思った が、 あの 醜い いざりの やうな 滑 リ方を 

する 姿 を 想像す ると、 彼 は 忽ち 慄然と して 堪らない 冷 

汗 を 覚えた。 

(止せく。 俺に は 俺の 天分が あるんだ。 同じく 渚に 

転がって ゐる 小石で あらう とも、 俺に は 角が あるんだ、 

矢 鰭に 転々 して 堪る もの か。) —— 口惜し 紛れに そん 

な こと も考 へたが 少しも 力が 入らなかった。 

( …… 多くの 怠惰 学生 は、 その 怠惰 さ 加減に 比例して、 

愉快なる 大胆 さを備 へて ゐる、 そして 朗らかな 自信 を 

把持して ゐる、 若 少し 誇張して 云 ふなら ば、 彼等 は 快 



活な 夢と、 微妙な 涙と、 花やかに 巧みなる 感傷と、 繊 

細な 豪胆 さと を 夫々 融和して 胸の 底に 秘蔵して ゐる。 

若しも 彼等の 一 人が、 その 中 何れ か 一 つの 性質 を 忘れ 

て 生れたならば、 彼の 存在 は 何と 惨めで、 如何に 醜く、 

何と 彼 は 不幸な 青年で あらう か！) 

「あ ゝッ ！」 

純吉 は、 思 はず 太い 溜息 を衝 くと 同時に、 そんな 愚 

にもつかない 感想 を 振り 棄 てようと して、 乱雑に 首 を 

振リま はした。 

窓辺の 柘榴の 蕾 は、 大方 開かう として ゐた。 緑の 深 

い 細い 葉と、 紅色の 蕾の 球と が、 窓 を 覆 ふやう に 拡が 



つて、 それらの 隙間から 視 かれる 晴れた 海と 空の 蒼い 

平板に 鏤められた やうに 浮き あが つて 見えた。 まどろ 

みかけた 純吉の 鈍い 眼に、 そんな 風に 映った の だ。 

純吉 は、 窓枠に 腰 を 降した 儘、 柘榴の 花 を沁々 と眺 

めたり、 小さく 動かない 船の 見 ゆる 沖の 方 を ぼんやり 

と視 詰めたり した。 —— だが 彼の 心 は、 未だ たった今 

の 愚考から 離れて ゐ なかった。 

(あ、、 俺 は 何とい ふ 不幸な 怠惰 学生なん だら う —— _ 

怠惰に かけて は、 誰に も 敗 はとらなかった、 が 自分 は 

怠惰 以外の、 彼等の 徳 とする 凡ての 心 を 持ち 合さな か 

つた。 白 ならば 未だし も 救 はれる、 にも 関 はらず 自 



分の 胸の 底に は 彼等の それと 反対の 凡て を 鬱積 させて 

ゐる —— 小胆の 癖に 大胆 を 装うて ゐる、 自信 は 毛 程 も 

持ち合せない、 役に立たない カラ 元気ば かり を 煽りた 

て、 ゐ るんだ —— 卑しい 妄想と、 愚かな 感傷と、 安価 

な 利己心と、 陰鬱な 夢と、 その 癖い け 図々 しい 愚昧な 

策略と を 持って ゐ るんだ。 …… あ、 ッ！) 

そんな 他 合 もない 心 を 動かせて ゐる うちに 彼 は、 ふ 

つと 気持が 白けた かと 思 ふと、 わけもなくに やりと 

セヽラ 笑った。 若しも 其処に 相手が ゐ たなら ば、 その 

人 はお そらく 「馬鹿にするな ッ」 と 憤慨す るに 相違な 

い。 純吉は 近頃 独りの 時 そんな 風な 薄気味悪い 笑 ひ を 



浮べる のが、 何時の間にか 自分で も 気付いて ゐ ない 習 

慣 にな つて ゐた。 

( …… 彼女 は、 ボストンの 郊外に、 母親と 二人で 小さ 

な 果物 店 を 経営して ゐる さう だ。 E とい ふ 混血 

児の 小娘 だ、 混血児 は 軽蔑され るかな、 そんな 馬鹿な 

話 は あるまい な、 だが 頓興 にも 程が ある ぢ やない か、 

その E —— が、 E —— が、 俺の 妹 だなん て、 気味が 悪 

いな、 気味が 悪い な！) 

突然に 純吉 は、 そんな こと を 思 ひ 出した。 (やつば 

り あの こと は 気に か、 つて ゐ ると 見えるな、 だが あん 

な 不気味な こと は 思 ふまい く。) 



E —— のこと を 或る 偶然の 機会で 知って 以来、 純吉 

う ち おきふし 

は 自家に 起伏す るの が 若しかった。 父親の 顔 を 見る の 

も 苦々 しかった。 母親と 言 葉 を 交す の も 退 儀だった。 

幸 ひ 海辺に 近 い y J の 家が 空 いて ゐ たので、 学年 試験が 

終って 帰省す ると 間もなく 独りで 此方へ 移った の だ。 

父の 姿に 接しても、 母の 顔 を 見ても、 憂鬱と 軽蔑の 念 

が 交々 起って 堪らなかった。 

門の 石段の あたりから、 木 村 達が 帰って来る 威勢の 

好い 靴の 昔に 高 笑 ひが 交って 聞え た。 

「あ、、 腹が減つ たな ァご 

「やっぱり 木 村の モ ー シ ヨン は プロフェッショナルに 



出来 あがって ゐゃァ がる ご 

「この 分ぢゃ 明日 あたりから 泳げる ぜご 

「寒い 思 ひ をして 泳いだ つて 見物人が 居な くつち や、 

馬鹿く しいな！」 

「百合さん/ \ ご 

「加 藤 は 酷い 不良 だな、 ハツ ハツ ハ …… 」 

純吉 は、 妙に 慌て、 窓 側 を 離れる と、 机の 抽出から 

剃刀 を 取り出して、 柱に 懸 つて ゐる 革砥に 巧みに 合せ 

た。 椽 側から 射し 込む 光りが、 剃刀の 刃に 映って キラ 

キラと 反転した。 木 村 達 は 庭 を 回って、 縁側に 腰 を 降 

した。 グロ ー ブゃ ミット を 隅の 方に 投げ 棄て、 砂 を 払 



つて、 加 藤 は 座敷の 真中に 寝転んだ。 (ぁゝ 、早く 夜に 

なれば 好い な。) 

「岡 村 は 今 起きた ところ か？」 

「今日から 僕 は 勉強 を 始め るんだ よ。 」 

純吉 は、 机の 上に 鏡 を 立て、、 シャボンの 渦 をた て、 

ゐた。 

「此奴 鬚 もない 癖に、 厭に 顔ば かり 剃 リゃァ がるね ご 

と 木 村が 椽 側から ひやかした。 

「怪しい ぞくご 加 藤 は 仰山に 叫んで、 純吉の 鏡を視 

き 込んだ。 「俺 も 剃る ぞ。 塚 田へ 行く に は 精々 キ レイ 

になって ：：： 」 



気遣 はず、 成績 発表の 日に は 大手 を 振って 登校した。 

貼 出 紙のう ちに、 岡 村 純吉の 名前 は 消えて ゐた。 勿論、 

恋愛 事件な どのあった わけで はない。 小胆な 彼の 喉に 

は、 その 刹那から 異様に 重い 玉が つかへ て、 今 だに そ 

れは 消化し なかった。 

E —— を 発見した の は その 間もなく 後の ことで あつ 

た。 この 二つの ドス 黒い 玉が 重なって、 彼の 胸 を 塞ら 

せて ゐた。 

落第の ことで も純吉 は、 大いに 狼狽して、 一寸 世 を 

味気なく 思ったり しながら 愴惶 として、 先づ 祖母の 許 

へ 走った。 —— そして、 それ は 両親に 秘 して 呉れ、 そ 



の 代り この 先 は …… など、 ホロ リ として 頼んだり した。 

(一年 位 ひのこと は、 二三 年のう ちに は 何とか 親 達の 

前に は ごまかして 済む だら う、 たった 一 年ば かり。 祖 

母に も 云 はなければ よかった、 とんだ 慌て 方 をした こ 

とだった …… ) 

加 藤と 純吉 は、 時々 斯んな 会話 を 取り 換 した。 

「落第が 何 だいご 純 吉は胸 を 張り出して そんな 風に 

云 ふの が 常だった、 「学問なん て やらう とさへ 思へば、 

どんな ボン クラな 奴 だって 一等に なれ るんだ。 (彼 は 

そんな こと を 夢にも 思った こと はない。) 試験な どに 

なって ビ クビク する やうな 男 は、 死んだ 方が 増 だら う、 



夕飯の 時宫 部が、 そんな 風に 訊ねた。 

「勉強 だ/ \ご と純吉 は、 わざと 笑 ひながら 云った 



塚 田の 画室の 窓が、 それ は 海辺の 一 軒 立だった から、 

遠くから でも、 灯が 点く と 松林の 間から 眺められた。 

山の 夕陽 は、 すっかり 消えて、 松に はさまれた 海浜の 

一筋道が 白ッ ぼく 横た はって ゐた。 彼等 は、 各々 ス 



ケ— トの 包み を 小脇に 抱へ て、 勇みた つて、 白い 道 を 

踏んで 行った。 

「俺 も ひとつ 今日 こそ は、 大いに 滑走す るぞ、 笑 ふな 

よご 

さう 云った の は純吉 だった。 彼の 胸に は 無性に 花や 

うづ まき 

かな 渦 が、 わけもなく 賑やかに 波立って ゐた。 —— - 

(決心した の だ、 決してもう 愚図く しないんだ、 俺 だ 

つてく。) 

「誰が 笑 ふ もの かご 先 を 急いで ゐ るた めか 普段なら 

何とか 冷 かさずに は 居られない 宫部 は、 きっぱりと 答 

へた。 純吉に は、 その 答へ が 莫迦に 嬉しく、 親し 味 深 



「急がうよ、 急がうよ。」 

そんな こと を 云 ひ 合 ひながら 足 を 早めて ゐる うちに、 

間もなく 塚 田の 赤い 窓が 眼 近くな つて 来た。 彼等 は、 

さうな ると 妙に 黙 つてし ま つて、 足音 だけが 厭に 勢 急 

にバ サバサ と 砂地 を 整 つ て 踏ん でゐ た。 

「おい ッ！」 

先頭に 立って ゐた加 藤が 突然、 声 を 殺して 力 を 込め 

て 囁いた。 「聞え るぜ く、 俺達の 行き方が 遅い もので、 

お 百合さん は ひとりで、 ひとり だ/^! ひと リで始 

めたん だ。 あ、、 好い 音 だな ァ。」 

加 藤の 言葉と 同時に 彼等 は、 一勢に 踏み止まった。 



「もう 好い加減 にして、 宮殿 を 襲 はう ぜ、 これから あ 

ま み 

の 音の 主に 眼 見える んぢ やない か、 幸福く ご と 加 藤 

がせき たてた。 

「そっと 忍び寄らう ぜ 、 虫 の 音 を 消さな いやう に …… 」 

彼等 は 口々 に、 科白で も 云 ふやう に、 つまらぬ 文句 

を 吐きながら、 だが 動作 は 飽くまで も 熱心に、 悪漢の 

やうに 息を殺し、 体 を 曲げ、 足音 を 忍ばせて、 窓に 近 

寄った。 —— 間断な き 轍の 音 は、 刻々 と鮮 かにな り、 

その 合間に は 晴れ やかな 女の 笑 ひ 声な どが 交って 聞え 

た。 "Rolling I Rolling I polling, ぐ る く 回る、 

) j ろ/ \ 回る 。 



純吉の 胸で は、 轍の 響きに 伴れ て、 そんなに、 これ 

もとりと めな く 鳴り 続いて ゐた。 そして 彼の 心 は、 薄 

暗く 滅入って 行った。 —— (ごろく ごろく、 転が 

るく。) 彼 は、 途方 もな く 暗い 空想に 走って ゐた。 

それにしても、 これから また あの 明るい 快活な 家へ 

入って 行かなければ ならない のか、 そして 俺 も スケ— 

ト を演ら なければ ならな いの か！ 

ふっと 純吉 は、 そんな 風に 気が 附 くと、 —— この 儘 

蟹の やうに 砂の 中へ 潜って しま ひたかった。 
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